
岐阜市立岩野田北小学校 学校だより 

せんだんの木 
令和７年２月１日  校長 各務 至  

準優良校表彰（学校環境衛生活動） 

先日、薬剤師さんや岐阜市教育委員会に来校いただき、審査を受け

た結果、岐阜市の準優良校に選ばれました。これは、学校保健法に基

づき、「学校においては、換気、採光、照明および保温を適切に行い、

清潔を保つ等日常学校内の環境衛生の維持に努め、必要に応じてそ

の改善を図らなければならない」と規定されていることを踏まえて

のものです。もちろん、健康の保持増進と学習能率の向上が目的とな

ります。 

開校４５年となり、年数の経っている校舎ですので、日々の維持管理がたいへんではあります。しか

し、職員の日々の点検・検査や子供たちの委員会活動等により、様々な衛生基準がクリアされ、健康で

快適な学習環境の実現を図っていることが評価されました。 

保健体育委員長と副委員長の話 

 これは、私たち保健体育委員会からの外遊びの呼びかけや、毎朝の水質調査などの活動もあるけれど、

美化委員会の活動も関係しているし、毎朝日直さんが教室で照明の明るさなどをチェックしていることも関

係しているので、これは全校のみんなでもらえた賞だと思います。 

引き続き、子供たちと共に環境整備に努めてまいります。 

 

子供から学んだ価値の高い行動 

朝のあいさつの様子から、子供に学ぶことがありました。それは、児童会のみなさんのあいさつ活動

の動きです。旗を持ちながら「おはようございます」と言うだけでなく、玄関の外まで出てきて遅れ気

味の子に親身になって声をかけたり、下駄箱の靴を見て、まだ登校していない子を心配したりしていま

した。この行動は、「なかまのこころに届く」とても価値の高いものだと言えます。 

日々、何気なく行っている形式的になりがちなことについて、もっと意味を大切にしていこうと思わ

せてくれました。 


